
海
軍
軍
医
学
校
の
教
師
と
し
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十
月

か
ら
同
十
三
年
（
一
八
八
○
）
一
月
ま
で
在
日
し
た
乏
罠
画
日

諺
且
の
畠
○
口
（
一
八
四
二
’
一
九
○
○
）
の
事
蹟
お
よ
び
そ
の
履
歴
は

（
一
）

長
門
谷
洋
治
ら
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
画
家
で

も
あ
っ
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
日
本
お
よ
び
東
洋
の
美
術
に
造
詣
が
深

く
、
在
日
中
に
そ
れ
ら
を
蒐
集
し
、
そ
の
多
く
が
大
英
博
物
館
の
所

（
一
一
、
一
二
）

蔵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
病
草
紙
一
巻

が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
十
七
図
の
絵
と
人
見
黍
の
撰
文
等
か
ら
な
る
。
そ
の
絵
か

ら
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
『
異
疾
病
草
紙
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

巻
末
の
文
は
、

「
右
異
疾
之
図
は
土
佐
刑
部
大
輔
光
長
正
筆
也

Ｗ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
吟
唇
号
愚
。
ご
）
の

持
ち
帰
っ
た
『
病
草
紙
』

酒
井
シ
ヅ

安
永
九
年
庚
子
五
月
今
村
晴
学
写

天
明
八
年
戊
甲
夏
久
間
晋
再
墓
写
」

で
始
ま
る
。
人
見
の
撰
文
に
は
安
永
己
亥
（
八
年
）
八
月
三
日
と
日

付
が
入
る
。
そ
れ
を

「
嘉
永
七
年
甲
寅
季
夏
従
多
紀
楽
春
院
借
写
」

の
が
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
持
ち
帰
っ
た
絵
巻
（
大
英
本
）
で
あ
る
。

同
系
統
の
病
草
紙
が
国
内
に
少
な
く
と
も
九
本
あ
る
こ
と
は
佐
野

（
四
）

承
ど
り
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
に
は
詞
書
は
な
い
。
人
見
の
撰
文
は
そ
れ
を
補
う
も
の
で
あ
り
、

『
異
本
病
草
紙
』
の
性
格
を
知
る
上
に
助
け
と
な
る
。
ま
た
、
多
紀

楽
真
院
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
は
、
こ
れ
蛍
で
、
『
新

撰
病
草
紙
』
を
除
く
他
の
も
の
で
、
医
師
と
の
か
か
わ
り
を
は
じ
め

て
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。
報
告
で
は
、
人
見
の
撰

文
を
中
心
に
図
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

文
献
（
一
）
長
門
谷
洋
治
「
本
邦
海
軍
軍
医
教
育
の
基
礎
を
築
い
た
二
人
の
英

人
医
師
」
『
臨
床
科
学
』
二
十
二
巻
二
号
、
二
三
九
’
二
四
五

三
シ
℃
も
胃
脚
匡
○
回
四
口
Ｑ
弓
隅
匡
日
○
凰
巴
い
ざ
Ｈ
号
⑦
。
冨
弓
ｇ
シ
冒
昌
０
９
音

胃
ｇ
ｏ
困
昌
巴
鈩
８
号
自
国
具
臂
駄
“
冬
曽
陣
日
Ｐ
且
。
夙
○
昌
々
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■■

周
．
”
．
○
．
、
．
’

三
シ
昌
烏
凰
○
冒
己
研
の
凰
頁
弓
⑦
画
口
Ｑ
国
営
○
国
ａ
昌
○
昌
巴
○
四
』
①
具
四

○
○
］
庁
９
ｓ
目
○
門
］
凶
も
四
目
》
得
、
、
口

重
佐
野
象
ど
り
「
病
草
紙
考
」
『
図
説
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
』

三
省
堂
、
第
一
巻
、
一
九
七
八
年
、
二
八
五
’
二
九
二

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

本
邦
で
初
め
て
洋
式
の
病
院
が
開
設
さ
れ
診
療
が
行
わ
れ
た
の
は

弘
治
、
永
禄
、
元
亀
、
天
正
の
頃
、
一
五
五
七
年
か
ら
一
五
八
○
年

ご
ろ
の
約
二
十
五
年
ば
か
り
で
、
そ
の
大
凡
の
事
情
は
当
時
の
イ
エ

ズ
ス
会
士
の
通
信
書
簡
に
よ
り
窺
い
知
る
こ
と
出
来
る
が
日
本
側
の

史
料
は
皆
無
で
あ
る
。

そ
の
府
内
病
院
の
位
置
に
つ
い
て
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

海
老
沢
有
道
氏
が
別
府
市
の
日
名
子
太
郎
氏
蔵
の
豊
後
府
内
古
地

図
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
九
月
二
十
四
日
（
写
）
の
中
に
記
載

さ
れ
て
い
る
〃
デ
ウ
ス
堂
″
と
い
う
個
所
に
注
目
さ
れ
府
内
病
院
も

そ
の
隣
接
地
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
大
分
市
在
住
の
高
山
家
に
伝

わ
る
二
つ
の
大
支
時
代
古
地
図
（
写
）
を
考
証
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。

豊
後
府
内
病
院
の
所
在
位
置
と

規
模
に
つ
い
て

東
野

利

夫

（89）89


